
目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
悪
臭
物
質
の
規
制
区
域
及
び
規
制
基
準
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
三

特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
及
び
特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
る
騒
音
に

○
つ
い
て
規
制
す
る
地
域
の
指
定
並
び
に
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
の
規
制
基
…
…
九
三

準
の
一
部
改
正

振
動
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
の
指
定

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
九
三

及
び
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
振
動
の
規
制
基
準
の
一
部
改
正

○
保
安
林
の
指
定
の
予
定
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
三

○
道
路
の
区
域
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
四

○
山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
禁
止
地
域
及
び
許
可
地
域
の
指
定
の
一
部
改
正
…
…
九
四

公
　
　
　
告

○
基
本
測
量
の
終
了
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
四

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
五

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
九
十
四
号

悪
臭
物
質
の
規
制
区
域
及
び
規
制
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
中
「
南
部
町
、
富
沢
町
」
を
「
南
部
町
」
に
改
め
る
。

別
添
図
面
中
南
部
町
及
び
富
沢
町
に
係
る
部
分
を
次
の
図
の
よ
う
に
改
め
る
。

（「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
は
山
梨
県
森
林
環
境
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
所
轄
地
域
振

興
局
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
九
十
五
号

特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
及
び
特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
る
騒
音
に
つ
い
て
規

制
す
る
地
域
の
指
定
並
び
に
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
の
規
制
基
準
（
昭
和
五
十
二
年
山

梨
県
告
示
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
中
「
南
部
町
、
富
沢
町
」
を
「
南
部
町
」
に
改
め
る
。

別
添
図
面
中
南
部
町
及
び
富
沢
町
に
係
る
部
分
を
次
の
図
の
よ
う
に
改
め
る
。

（「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
は
山
梨
県
森
林
環
境
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
所
轄
地
域
振

興
局
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
九
十
六
号

振
動
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
の
指
定
及
び
特
定

工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
振
動
の
規
制
基
準
（
昭
和
五
十
四
年
山
梨
県
告
示
第
百
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
中
「
南
部
町
、
富
沢
町
」
を
「
南
部
町
」
に
改
め
る
。

別
添
図
面
中
南
部
町
及
び
富
沢
町
に
係
る
部
分
を
次
の
図
の
よ
う
に
改
め
る
。

（「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
は
山
梨
県
森
林
環
境
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
所
轄
地
域
振

興
局
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
保
安
林
の
所
在
場
所

都
留
市
鹿
留
字
観
能
二
六
三
九
、
二
六
四
〇
、
二
六
四
一
の
一
、
二
六
五
三
か
ら
二
六
五
九
ま
で
、

二
六
六
〇
の
一

二
　
指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三
　
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
定
め
な
い
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
号
　
　
平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

九
三

山
梨
県
公
報
平
成
十
五
年

二
月
二
十
四
日

第
千
三
百
六
十
号

月　曜　日



２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
都
留
市
役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
九
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
保
安
林
の
所
在
場
所

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
柳
川
●
山
二
〇
七
一
、
二
〇
七
一
乙
、
二
〇
七
二
か
ら
二
〇
七
四
ま
で
、
二
〇

七
八
か
ら
二
〇
八
二
ま
で
、
二
〇
八
五
、
二
〇
八
七
か
ら
二
〇
九
〇
ま
で
、
二
〇
九
二
か
ら
二
一
〇

一
ま
で
、
二
一
〇
五
、
二
一
〇
六
、
二
一
〇
八
の
一
、
二
一
〇
八
の
二
、
二
一
〇
九
、
二
一
一
〇
の

一
、
二
一
一
〇
の
二
、
二
一
一
一
の
一
、
二
一
一
一
の
二
、
二
一
一
二
か
ら
二
一
二
七
ま
で
、
●
ノ

前
二
〇
三
九
、
二
〇
四
一
、
二
〇
四
八
、
二
〇
四
九
、
二
〇
五
〇
の
一
、
二
〇
五
一
、
●
ノ
上
二
〇

七
〇
、
日
影
林
二
一
二
八
か
ら
二
一
三
一
ま
で
、
二
一
三
四
、
荒
沢
一
九
五
五
、
一
九
五
八

二
　
指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三
　
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
定
め
な
い
。

２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
鰍
沢
町
役
場
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
九
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
石

和
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
甲
府
精
進
湖
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

東
八
代
郡
中
道
町
大
字
上
曽
根
字
木
ノ
下
一
七
三

旧

一
三
・
五
〜

一
八
六
・
〇

九
番
の
三
地
先
か
ら

三
二
・
〇

東
八
代
郡
中
道
町
大
字
上
曽
根
字
木
ノ
下
一
七
六

〇
番
の
一
地
先
ま
で

新

一
三
・
五
〜

一
八
六
・
〇

三
二
・
〇

一
三
・
〇
〜

一
六
〇
・
〇

二
二
・
〇

山
梨
県
告
示
第
百
号

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
禁
止
地
域
及
び
許
可
地
域
の
指
定
（
平
成
四
年
山
梨
県
告

示
第
百
十
五
号
の
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

二
の
２
中
「
、
南
部
町
及
び
富
沢
町
」
を
「
及
び
南
部
町
」
に
、
二
の
７
及
び
１０
中
「
南
巨
摩
郡
南

部
町
及
び
富
沢
町
」
を
「
南
巨
摩
郡
南
部
町
」
に
、
二
の
２２
中
「
、
南
部
町
及
び
富
沢
町
」
を
「
及
び

南
部
町
」
に
改
め
る
。

公
　
　
　
告

'

基
本
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
五
年

二
月
十
二
日
付
け
で
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
の
実
施
を
終
了
し
た
旨

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
号
　
　
平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

九
四



の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
作
業
種
類
　
基
本
測
量
（
基
準
点
測
量
）

二
　
作
業
開
始
日
　
平
成
十
四
年
五
月
二
十
七
日

三
　
作
業
終
了
日
　
平
成
十
四
年
十
月
一
日

四
　
作
業
地
域
　
甲
府
市
、
東
八
代
郡
芦
川
村
並
び
に
南
都
留
郡
道
志
村
、
河
口
湖
町
及
び
秋
山
村

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

南
都
留
郡
河
口
湖
町
小
立
字
虎
杖
六
九
二
七
の
二
の
一
部
、
六
九
二
七
の
三
、
六
九
二
七
の
四
の

一
部
及
び
六
九
二
八
の
二
並
び
に
字
三
階
七
一
八
七
の
五
八
の
一
部
、
七
一
八
七
の
五
九
の
一
部
、

七
一
八
七
の
六
〇
の
一
部
、
七
一
八
七
の
六
三
、
七
一
八
七
の
六
四
、
七
一
八
七
の
六
七
、
七
一
八

七
の
六
八
及
び
七
一
八
七
の
六
九

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

水
　
　
　
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

緑
　
　
　
　
　
地

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
土
木
部
建
築
指
導
課
、
富
士
北
麓
・

東
部
地
域
振
興
局
都
留
建
設
部
及
び
河
口
湖
町
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岩
手
県
一
関
市
萩
荘
字
竹
際
四
十
九
番
地
の
一
　
学
校
法
人
　
第
一
藍
野
学
院

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
号
　
　
平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

九
五



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
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